




































































































































年少（男） 年少（女） 年中（男） 年中（女） 年長（男） 年長（女） 合　計
Ｋ幼稚園 109 94 84 70 37 32 426
Ｎ幼稚園 63 58 49 46 29 27 272
Ｓ幼稚園 105 104 106 100 74 71 560
Ｗ幼稚園 95 115 84 103 57 69 5231
























































































































































































































































































































































































































































































2.9％で W 幼稚園の方が多い傾向にあった。W 幼稚園の値
は全国値の2.24％、鹿児島県値の2.69％を上回っていた。
３年保育児の年長児における肥満度を比較してみると、
＋20％を超える「肥満」と判定された幼児の割合は、男児
では本学附属幼稚園と W 幼稚園でそれぞれ1.0％と2.3％、
女児ではそれぞれ0.0％と3.6％といずれも W 幼稚園の方が
多い傾向にあり、特に女児については全国値の2.24％、鹿
児島県値の2.69％を大きく上回っていた。
これらのことから、特に３年保育児の「肥満」の傾向を
みてみると、園庭の広さが子どもの発育・発達に少なから
ず影響を及ぼしていることが示唆された。今後さらに対象
データ数の増加とともに家庭などへの生活環境に関するア
ンケート調査なども実施しながら、明らかにしていきたい。
合わせて園庭の広さが出現する遊びの種類や活動レベル、
活動量の違いなどに及ぼす影響についても調査し明らかに
していくことが必要であるとみられる。なお、本研究結果
は、授業としての保育内容（健康）で学生に示すとともに、
児童教育学科教員資格審査へ向けた研究の一環として取り
組むものでもあった。
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